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編

集

後

記

　年
度
後
半
に
入
り
、
今
年
も
残

り
２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
年
度

前
半
は
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
中
止

し
た
た
め
、
過
去
に
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
や
記
事
の
引
用
等

を
試
み
ま
し
た
。
（
ｋ
・
ｎ
）

第74号（法人化第25号） 各
種
相
談
の
ご
案
内

　今
日
は
超
簡
単
で
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
料
理
を
紹
介
し
ま
す

材
料
は
納
豆
１
パ
ッ
ク(

３
段
重
ね)

　油
揚
げ

　１
包
（
５
枚
入
り
）

　ネ
ギ
15
㎝
ぐ
ら
い

　好
み
で

料 

理 

教 

室

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　会

　長

　髙
木

　
　昇

新 

型 

コ 

ロ 

ナ 

ウ 

イ 

ル 

ス 

を 

越 

え 

て

・会長あいさつ ・総合相談・自立支援推進事業

・新役員等の紹介 ・市町村だより：笠間市、稲敷市

・はじめてのゆうあいカラオケ ・地域リポート

歌謡発表会 ・脳トレクイズ

・ゆうあい卓球大会 ・各種相談及びジパング倶楽部の案内

・結婚相談事業日曜交流会 ・料理教室
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　こ
の
度
、
本
協
議
会
の
会
長
に
四
度

選
ば
れ
ま
し
た
、
髙
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
前
に
も
増
し
て
会
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
１
月
に
国
内
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
国
内
で
の
感
染
が
拡

大
し
、
今
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た 
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
大
小
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
延
期
ま
た
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
参
加

者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、
結
婚
相
談

日
曜
交
流
会
、
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌

謡
発
表
会
、
山
の
集
い
・
銀
輪
の
集
い

等
を
止
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　マ
ス
ク
の
着
用
、
他
人
と
の
社
会
的

距
離
の
確
保
、
人
混
み
を
避
け
る
等
、

他
人
と
の
関
係
・
繋
が
り
が
疎
遠
に
な

り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
い
ず
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
が
収
束
し
、
人
と
人
と
の
関

係
・
繋
が
り
が
再
構
築
さ
れ
る
時
が
来

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員

が
高
齢
化
等
に
よ
り
や
む
な
く
退
会
を

さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
が
、
共
に
「
歌

い
」
、
「
歩
き
」
、
「
学
べ
る
」
等
、
参
加

者
に
喜
び
と
生
き
が
い
を
与
え
る
行
事
・

事
業
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、
新
規
会

員
の
加
入
を
図
る
等
、
本
会
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
の
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
一
般
会
員
よ
り
有
利
な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
で
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て

購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・
往
復
・

連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で
２
０
１

㌔
以
上
で
あ
る
と
き
、
２
〜
３
割
引

で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入

で
き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
会
金
は
無
料
）

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９―

２
４
３―

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

免
疫
ア
ッ
プ
！

楽
し
く
C
O
O
K
I
N
N
G
！

☆
お
揚
げ
の
納
豆
包
み
焼
き

☆
早
速
作
り
ま
す
。

①
ボ
ー
ル
に
納
豆
と
タ
レ
を
全
部
入
れ

ま
す
。※

か
ら
し
は
お
好
み
で
。

②
ネ
ギ
を
細
か
く
切
り
ま
す
。

③
油
揚
げ
を
半
分
に
切
り
ま
す
。
10
枚

出
来
ま
す
。

④

　③
に
①
②
を
混
ぜ
て
平
ら
に
入
れ

ま
す
。（
大
体
大
さ
じ
１
杯
を
入
れ
る

と
丁
度
平
ら
に
な
り
納
豆
が
油
揚
げ
か

ら
出
ま
せ
ん
）

早
速
焼
き
ま
す
。
油
は
使
い
ま
せ
ん
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
④
を
並
べ
て
中
火
で
焼

き
ま
す
。焦
げ
目
が
つ
い
た
ら
、で
・
き
・

あ
・
が
・
り
♪
ぱ
り
ん
ぱ
り
ん
に
仕
上

が
り
ま
す
。

　お
好
み
で
、
ポ
ン
酢
や
か
つ
お
節
、

海
苔
を
か
け
て
召
し
上
が
れ
。
蕎
麦
や

う
ど
ん
に
の
せ
て
大
根
お
ろ
し
で
も
い

い
で
す
ね
。

　お
揚
げ
に
は
、
キ
ム
チ
や
ツ
ナ
な
ど

お
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
♡

☆
納
豆
で
た
ん
ぱ
く
質
！
油
揚
げ
で
も

た
ん
ぱ
く
質
！
免
疫
を
つ
け
て
い
つ
ま

で
も
健
康
で
ね

《
結
婚
相
談
》

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　・
結
婚
登
録

　・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

　・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　心
身
と
も
に
結
婚
生
活
が
可
能
な

方
、
ま
た
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

■
相
談
日
・
時
間

　月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）。
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

《
総
合
相
談
》

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

　・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
、
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

　相
談
日
は
結
婚
相
談
と
同
じ
で
す
。

　・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。
来
所
相
談
は
、
結
婚

相
談
時
間
に
同
じ
。

年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）
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身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

受賞者の方々常陸乃国ふるさと太鼓会

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
１
回
正

副
会
長
会
議
、
第
１
回
理
事
会
及
び

通
常
総
会
を
止
む
を
得
ず
書
面
決
議

と
し
ま
し
た
。
通
常
総
会
等
を
開
催

せ
ず
、
書
面
決
議
と
す
る
こ
と
は
本

協
議
会
の
法
人
化
後
で
は
は
じ
め
て

で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
入
支

出
計
算
書
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
並
び
に
役
員
改
選
案
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
令
和
３
年
度
県
政
要
望

事
項
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
臨
時
理
事
会
（
書
面
決
議
）

に
お
い
て
、
正
副
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　
な
お
、
髙
木
会
長
を
中
心
と
し
て
、

副
会
長
五
名
は
各
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
兼
ね
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
福
祉
団

体
の
連
携
、
連
絡
体
制
の
強
化
に
努

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
役

員
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
第
23
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
は
７
月
５
日
県
総
合
福
祉
会

館
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
止
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

発
表
会
が
中
止
と
な
る
の
は
は
じ
め

て
で
す
。

  

そ
こ
で
今
回
は
、「
身
障
い
ば
ら
き
」

第
40
号
（
平
成
10
年
11
月
10
日
発
行
）

よ
り
、「
第
１
回
大
会
」
の
状
況
を
紹

介
し
、
併
せ
て
最
近
の
大
会
の
様
子

を
掲
載
し
ま
す
。

　
平
成
10
年
９
月
20
日
（
日
）
下
館
市

（
現
筑
西
市
）
野
殿
の
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
１
回
大
会 

」
を
約
１
２
０
名
参
加

入
場
者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
今
泉
武
青
年
部
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
下
妻
市
選
出
の
飯
塚

秋
男
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
来
賓
挨

拶
の
後
、
出
演
者
45
名
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
の
熱
唱
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
友
情
出
演
の
高
森
利
泰
さ

　
左
の
順
位
表
か
ら
圧
倒
的
に
人
気

が
あ
る
曲
は
な
く
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
曲
、
愛
唱
歌
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
出
演
頂
き
ま
し
た
演
技
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
写
真
に
実
施
回

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第74号 第74号

は
じ
め
て
の
ゆ
う
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会

（
青
年
部
会
）

平
成
27
年
か
ら
最
近
５
年
間
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

歌
わ
れ
た
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名誉会長

中　山　康　雄

注）

上段：役職名

中段：氏　名

下段：市町村名

新 

役 

員 

等 

の 

紹 

介

　

潮来市

相談役

稲　葉　冨士夫
下妻市

会　長

髙　木　　　昇
常陸太田市

副会長

立　村　　　忠
小美玉市

副会長

岸　　　三　男
東海村

副会長

松　﨑　昌　樹
潮来市

副会長

髙　野　重　彦
龍ケ崎市

副会長

尾　上　孝　俊
常総市

理　事

荻　津　和　良
茨城町

理　事

小松崎　　　進
笠間市

理　事

藤　田　賢　司
大子町

理　事

米　川　正　典
鉾田市

理　事

齊　藤　茂　雄
取手市

理　事

服　部　佳　子
下妻市

理　事

今　井　輝　勝
古河市

理　事

村　上　克　行
青年部会（龍ケ崎市）

監　事

原　田　保　男
行方市

監　事

大　野　幸　一本協議会旗
美浦村

ん
、
特
別
出
演
の
モ
ミ
ジ
会
（
下
妻
市
）

の
歌
唱
、
常
陸
乃
国
ふ
る
さ
と
太
鼓

会
の
演
技
、
ゲ
ス
ト
歌
手
こ
み
ね
春

さ
ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
大
会
が
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

寺久八木節保存会(坂東市)による演奏 車いすダンス研究会クアルトによる演技 鹿島灘太鼓による太鼓演奏

1

1

3

3

3

3

7

7

7

7

7

河内おとこ節

女の港

祭

いい日旅立ち

赤いグラス

夫婦一生

人生いろいろ

天城超え

津軽慕情

夢追い酒

糸

中村美津子

大月みやこ

北島三郎

山口百恵

アイ・ジョージ

北島三郎

島倉千代子

石川さゆり

山本謙司

渥美二郎

中島みゆき

7

7

5

5

5

5

4

4

4

4

4

順位 曲　　名 歌　手　名 回数
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度
後
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に
入
り
、
今
年
も
残

り
２
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月
と
な
り
ま
し
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年
度

前
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は
ほ
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の
事
業
を
中
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し
た
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去
に
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
や
記
事
の
引
用
等

を
試
み
ま
し
た
。
（
ｋ
・
ｎ
）

第74号（法人化第25号） 各
種
相
談
の
ご
案
内

　今
日
は
超
簡
単
で
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
料
理
を
紹
介
し
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す
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１
パ
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重
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揚
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　１
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５
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で
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の
度
、
本
協
議
会
の
会
長
に
四
度

選
ば
れ
ま
し
た
、
髙
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
前
に
も
増
し
て
会
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
１
月
に
国
内
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
国
内
で
の
感
染
が
拡

大
し
、
今
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た 

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
大
小
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
延
期
ま
た
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
参
加

者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、
結
婚
相
談

日
曜
交
流
会
、
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌

謡
発
表
会
、
山
の
集
い
・
銀
輪
の
集
い

等
を
止
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　マ
ス
ク
の
着
用
、
他
人
と
の
社
会
的

距
離
の
確
保
、
人
混
み
を
避
け
る
等
、

他
人
と
の
関
係
・
繋
が
り
が
疎
遠
に
な

り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
い
ず
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
が
収
束
し
、
人
と
人
と
の
関

係
・
繋
が
り
が
再
構
築
さ
れ
る
時
が
来

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員

が
高
齢
化
等
に
よ
り
や
む
な
く
退
会
を

さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
が
、
共
に
「
歌

い
」
、
「
歩
き
」
、
「
学
べ
る
」
等
、
参
加

者
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喜
び
と
生
き
が
い
を
与
え
る
行
事
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事
業
を
企
画
す
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と
も
に
、
新
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員
の
加
入
を
図
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等
、
本
会
発
展
の
た

め
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尽
力
し
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参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
の
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
一
般
会
員
よ
り
有
利
な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
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障
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手
帳
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購
入
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が
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連
続
乗
車
券
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い
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か
で
２
０
１

㌔
以
上
で
あ
る
と
き
、
２
〜
３
割
引

で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入

で
き
ま
す
。

■
加
入
資
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体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
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満
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歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
会
金
は
無
料
）

■
加
入
申
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込
み
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当
協
議
会
事
務
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　・ 

☎
０
２
９―

２
４
３―

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

免
疫
ア
ッ
プ
！

楽
し
く
C
O
O
K
I
N
N
G
！

☆
お
揚
げ
の
納
豆
包
み
焼
き

☆
早
速
作
り
ま
す
。

①
ボ
ー
ル
に
納
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と
タ
レ
を
全
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入
れ
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す
。※

か
ら
し
は
お
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で
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②
ネ
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を
細
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す
。

③
油
揚
げ
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。
10
枚

出
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④
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①
②
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・
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。
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の
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い
♡
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豆
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油
揚
げ
で
も

た
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ぱ
く
質
！
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ま
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も
健
康
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ね

《
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談
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。

■
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等

■
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■
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午
後
３
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始
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来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
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■
相
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相
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。

■
相
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日
・
時
間
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　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。
来
所
相
談
は
、
結
婚

相
談
時
間
に
同
じ
。
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身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

受賞者の方々常陸乃国ふるさと太鼓会

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
１
回
正

副
会
長
会
議
、
第
１
回
理
事
会
及
び

通
常
総
会
を
止
む
を
得
ず
書
面
決
議

と
し
ま
し
た
。
通
常
総
会
等
を
開
催

せ
ず
、
書
面
決
議
と
す
る
こ
と
は
本

協
議
会
の
法
人
化
後
で
は
は
じ
め
て

で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
入
支

出
計
算
書
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
並
び
に
役
員
改
選
案
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
令
和
３
年
度
県
政
要
望

事
項
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
臨
時
理
事
会
（
書
面
決
議
）

に
お
い
て
、
正
副
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　
な
お
、
髙
木
会
長
を
中
心
と
し
て
、

副
会
長
五
名
は
各
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
兼
ね
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
福
祉
団

体
の
連
携
、
連
絡
体
制
の
強
化
に
努

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
役

員
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
第
23
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
は
７
月
５
日
県
総
合
福
祉
会

館
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
止
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

発
表
会
が
中
止
と
な
る
の
は
は
じ
め

て
で
す
。

  

そ
こ
で
今
回
は
、「
身
障
い
ば
ら
き
」

第
40
号
（
平
成
10
年
11
月
10
日
発
行
）

よ
り
、「
第
１
回
大
会
」
の
状
況
を
紹

介
し
、
併
せ
て
最
近
の
大
会
の
様
子

を
掲
載
し
ま
す
。

　
平
成
10
年
９
月
20
日
（
日
）
下
館
市

（
現
筑
西
市
）
野
殿
の
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
１
回
大
会 

」
を
約
１
２
０
名
参
加

入
場
者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
今
泉
武
青
年
部
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
下
妻
市
選
出
の
飯
塚

秋
男
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
来
賓
挨

拶
の
後
、
出
演
者
45
名
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
の
熱
唱
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
友
情
出
演
の
高
森
利
泰
さ

　
左
の
順
位
表
か
ら
圧
倒
的
に
人
気

が
あ
る
曲
は
な
く
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
曲
、
愛
唱
歌
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
出
演
頂
き
ま
し
た
演
技
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
写
真
に
実
施
回

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第74号 第74号

は
じ
め
て
の
ゆ
う
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会

（
青
年
部
会
）

平
成
27
年
か
ら
最
近
５
年
間
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

歌
わ
れ
た
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名誉会長

中　山　康　雄

注）

上段：役職名

中段：氏　名

下段：市町村名

新 

役 

員 

等 

の 

紹 

介

　

潮来市

相談役

稲　葉　冨士夫
下妻市

会　長

髙　木　　　昇
常陸太田市

副会長

立　村　　　忠
小美玉市

副会長

岸　　　三　男
東海村

副会長

松　﨑　昌　樹
潮来市

副会長

髙　野　重　彦
龍ケ崎市

副会長

尾　上　孝　俊
常総市

理　事

荻　津　和　良
茨城町

理　事

小松崎　　　進
笠間市

理　事

藤　田　賢　司
大子町

理　事

米　川　正　典
鉾田市

理　事

齊　藤　茂　雄
取手市

理　事

服　部　佳　子
下妻市

理　事

今　井　輝　勝
古河市

理　事

村　上　克　行
青年部会（龍ケ崎市）

監　事

原　田　保　男
行方市

監　事

大　野　幸　一本協議会旗
美浦村

ん
、
特
別
出
演
の
モ
ミ
ジ
会
（
下
妻
市
）

の
歌
唱
、
常
陸
乃
国
ふ
る
さ
と
太
鼓

会
の
演
技
、
ゲ
ス
ト
歌
手
こ
み
ね
春

さ
ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
大
会
が
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

寺久八木節保存会(坂東市)による演奏 車いすダンス研究会クアルトによる演技 鹿島灘太鼓による太鼓演奏

1

1

3

3

3

3

7

7

7

7

7

河内おとこ節

女の港

祭

いい日旅立ち

赤いグラス

夫婦一生

人生いろいろ

天城超え

津軽慕情

夢追い酒

糸

中村美津子

大月みやこ

北島三郎

山口百恵

アイ・ジョージ

北島三郎

島倉千代子

石川さゆり

山本謙司

渥美二郎

中島みゆき

7

7

5

5

5

5

4

4

4

4

4

順位 曲　　名 歌　手　名 回数
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表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第74号 第74号

は
じ
め
て
の
ゆ
う
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会

（
青
年
部
会
）

平
成
27
年
か
ら
最
近
５
年
間
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

歌
わ
れ
た
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名誉会長

中　山　康　雄

注）

上段：役職名

中段：氏　名

下段：市町村名

新 

役 

員 

等 

の 

紹 

介

　

潮来市

相談役

稲　葉　冨士夫
下妻市

会　長

髙　木　　　昇
常陸太田市

副会長

立　村　　　忠
小美玉市

副会長

岸　　　三　男
東海村

副会長

松　﨑　昌　樹
潮来市

副会長

髙　野　重　彦
龍ケ崎市

副会長

尾　上　孝　俊
常総市

理　事

荻　津　和　良
茨城町

理　事

小松崎　　　進
笠間市

理　事

藤　田　賢　司
大子町

理　事

米　川　正　典
鉾田市

理　事

齊　藤　茂　雄
取手市

理　事

服　部　佳　子
下妻市

理　事

今　井　輝　勝
古河市

理　事

村　上　克　行
青年部会（龍ケ崎市）

監　事

原　田　保　男
行方市

監　事

大　野　幸　一本協議会旗
美浦村

ん
、
特
別
出
演
の
モ
ミ
ジ
会
（
下
妻
市
）

の
歌
唱
、
常
陸
乃
国
ふ
る
さ
と
太
鼓

会
の
演
技
、
ゲ
ス
ト
歌
手
こ
み
ね
春

さ
ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
大
会
が
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

寺久八木節保存会(坂東市)による演奏 車いすダンス研究会クアルトによる演技 鹿島灘太鼓による太鼓演奏

1

1

3

3

3

3

7

7

7

7

7

河内おとこ節

女の港

祭

いい日旅立ち

赤いグラス

夫婦一生

人生いろいろ

天城超え

津軽慕情

夢追い酒

糸

中村美津子

大月みやこ

北島三郎

山口百恵

アイ・ジョージ

北島三郎

島倉千代子

石川さゆり

山本謙司

渥美二郎

中島みゆき

7

7

5

5

5

5

4

4

4

4

4

順位 曲　　名 歌　手　名 回数

年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

５ ４

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
青
年
部
会
）

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 

曜 

交 

流 

会

ボッチャ（2017）カーリングボッチャ（2018） 発表「花を通じ得た心」（2015)

　
最
近
は
、
県
央
地
区
で
会
場
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
南

地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
６
月
24
日
波
崎
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
規
事

業
と
し
て
青
年
部
会
主
催
に
よ
り
「
第

１
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
場
者
56
名
の
ほ
か
卓
球

指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

77
名
の
参
加
で
し
た
。

　
青
年
部
会
今
泉
部
会
長
の
開
会
挨

拶
、
同
協
議
会
中
山
会
長
の
挨
拶
に

続
き
卓
球
指
導
員
よ
り
競
技
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
試
合
を
開
始
し
た
。

　
初
心
者
（
一
年
未
満
）・
未
経
験
者

の
方
は
、
上
級
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
指
導
に
よ
り
競
技
を
進
め

た
。
出
場
者
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
ま
た
、

楽
し
み
な
が
ら
競
技
し
て
体
力
の
増

進
に
努
め
た
。

　
昼
食
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、

　
第
19
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
に

つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
開
催
状
況
を
当
時
の

「
会
報
」
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　

 

（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　
６
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
、
身

体
障
害
者
地
区
就
労
支
援
相
談
員
を

対
象
と
し
て
「
相
談
員
研
修
会
」
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
相
談
員
に
は
研
修
に
替
る

も
の
と
し
て
、
別
途
、「
障
害
者
雇

用
を
応
援
し
ま
す
！
」「
障
害
者
福

祉
の
し
お
り
」（
い
ず
れ
も
県
障
害

福
祉
課
作
成
）
及
び
令
和
元
年
度
障

害
者
の
職
業
紹
介
状
況
（
茨
城
労
働

局
発
表
）
等
を
送
付
し
、
障
害
者
雇

用
に
係
る
主
な
支
援
窓
口
、
助
成
制

度
や
令
和
元
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
し
た
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
に

つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
茨
城
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及

び
県
内
８
つ
の
労
働
基
準
監
督
署
内

に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

労
働
関
係
に
つ
い
て
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
を
円
滑
に

解
決
す
る
た
め
「
個
別
労
働
紛
争
解
決

制
度
」
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
同
労
働
局
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
同
施
行
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

　
相
談
内
容
は
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

が
８
年
連
続
で
ト
ッ
プ
（
過
去
最
高
）

・ 

総
合
労
働
相
談
件
数
は
、
依
然
と
し

て
２
万
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
個
別
労
働
紛
争
に
係
る

相
談
件
数
は
、
平
成
22
年
度
以
降
連

続
し
て
５
千
件
を
超
え
る
推
移
と
な

り
ま
し
た
。

・ 「
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
含
む
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
２,
３
５
９

件
（
前
年
度
２
，
８
０
１
件
、
前
年
度

比
13.

4
％
増
）
と
な
り
、
個
別
労
働
紛

争
に
係
る
相
談
内
容
の
う
ち
44.

5
％

個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る
相
談
内
容
は
８
年
連
続
で

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
ト
ッ
プ

〜
令
和
元
年
度
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
施
行
状
況
〜

　
６
月
上
旬
に
行
っ
て
い
た
日
曜
交
流

会
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
参
加
者
全
員
が
簡
単
に
自
己

紹
介
を
し
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
会
話
を
盛
り
上
げ
、
ゲ
ー
ム
や
特

技
を
披
露
し
、
参
加
者
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
の
交
流
会
を
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
交
流
会
の

ゲ
ー
ム
の
様
子
や
参
加
者
の
演
奏
、
趣

味
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

第74号 第74号

競技の様子

ウクレレの演奏（2016）

身体障害者

知的障害者

精神障害者

その他の障害者

合　計

1,206 件

   721 件

2,047 件

   249 件

4,233 件

534 件

449 件

1,109 件

71 件

2,163 件

6.4% 増

2.7％増

11.0％増

6.6% 減

7.4％増

新規求職
申込件数

就職件数 対前年度比

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

地
域
の
車
椅
子
卓
球
大
会
で
優
勝
さ

れ
て
い
る
中
村
徹
選
手
と
久
我
昇
選

手
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行

い
、
す
ば
ら
し
い
競
技
に
会
場
か
ら

拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
方
々
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。（
敬
称
略
）

○
上
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
高
橋
　
　
等
（
波
崎
町
）

　
準
優
勝
　
岩
田
　
耕
一
（
波
崎
町
）

○
中
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
石
津
　
　
盛
（
神
栖
町
）

　
準
優
勝
　
田
口
　
昇
市
（
鹿
嶋
市
）

○
初
心
者
の
部

　
優
　
勝
　
斉
藤
　
祐
三
（
水
戸
市
）

　
準
優
勝
　
丹
下
　
元
孝
（
水
戸
市
）

○
未
経
験
者
の
部

　
優
　
勝
　
奥
山
　
健
一
（
美
野
里
町
）

　
準
優
勝
　
田
村
　
尚
志
（
潮
来
市
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者

の
就
職
件
数
が
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
　
〜
令
和
元
年
度 

障
害
者
の

職
業
紹
介
状
況
な
ど
の
と
り
ま
と
め

を
公
表
〜
（
令
和
２
年
６
月
22
日
）

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
１
４
９
件
増

加
し
て
、
２，
１
６
３
件
（
対
前
年
度

比
7.4
％
増
）
と
な
り
、
４
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。（
茨
城
労

働
局
発
表
を
引
用
）

を
占
め
、
８
年
連
続
で
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年

度
以
降
増
加
し
、
令
和
元
年
度
は
、

過
去
最
高
の
相
談
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
茨
城
労
働
局
発
表
を
引
用
）

県
内
の
雇
用
情
勢
の
概
況

（
令
和
２
年
８
月
分
）
基
調
判
断
）

「
県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
求
人
が
求
職

を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

求
人
が
減
少
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
雇
用
に
与
え

る
影
響
を
よ
り
一
層
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。」

○ 

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、

1.

19 

倍
と
な
り
（
全
国
10
位
）、
前
月

と
比
べ
0.

08 

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
。
10
か
月
連
続
で
低
下
。（
茨
城
労

働
局
発
表
）

※

「
季
節
調
整
値
」
と
は
、
季
節
に
左

右
さ
れ
る
影
響
を
除
い
た
数
値
で
あ

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。



年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

３ ２

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

受賞者の方々常陸乃国ふるさと太鼓会

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
１
回
正

副
会
長
会
議
、
第
１
回
理
事
会
及
び

通
常
総
会
を
止
む
を
得
ず
書
面
決
議

と
し
ま
し
た
。
通
常
総
会
等
を
開
催

せ
ず
、
書
面
決
議
と
す
る
こ
と
は
本

協
議
会
の
法
人
化
後
で
は
は
じ
め
て

で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
収
入
支

出
計
算
書
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
並
び
に
役
員
改
選
案
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
令
和
３
年
度
県
政
要
望

事
項
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
臨
時
理
事
会
（
書
面
決
議
）

に
お
い
て
、
正
副
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　
な
お
、
髙
木
会
長
を
中
心
と
し
て
、

副
会
長
五
名
は
各
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
兼
ね
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
福
祉
団

体
の
連
携
、
連
絡
体
制
の
強
化
に
努

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
役

員
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
第
23
回
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡

発
表
会
は
７
月
５
日
県
総
合
福
祉
会

館
に
お
い
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
止
む
を
得
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

発
表
会
が
中
止
と
な
る
の
は
は
じ
め

て
で
す
。

  

そ
こ
で
今
回
は
、「
身
障
い
ば
ら
き
」

第
40
号
（
平
成
10
年
11
月
10
日
発
行
）

よ
り
、「
第
１
回
大
会
」
の
状
況
を
紹

介
し
、
併
せ
て
最
近
の
大
会
の
様
子

を
掲
載
し
ま
す
。

　
平
成
10
年
９
月
20
日
（
日
）
下
館
市

（
現
筑
西
市
）
野
殿
の
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
１
回
大
会 

」
を
約
１
２
０
名
参
加

入
場
者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
今
泉
武
青
年
部
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
下
妻
市
選
出
の
飯
塚

秋
男
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
来
賓
挨

拶
の
後
、
出
演
者
45
名
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
の
熱
唱
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
友
情
出
演
の
高
森
利
泰
さ

　
左
の
順
位
表
か
ら
圧
倒
的
に
人
気

が
あ
る
曲
は
な
く
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
曲
、
愛
唱
歌
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
出
演
頂
き
ま
し
た
演
技
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
写
真
に
実
施
回

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第74号 第74号

は
じ
め
て
の
ゆ
う
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会

（
青
年
部
会
）

平
成
27
年
か
ら
最
近
５
年
間
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

歌
わ
れ
た
歌
謡
曲
ベ
ス
ト
テ
ン
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名誉会長

中　山　康　雄

注）

上段：役職名

中段：氏　名

下段：市町村名

新 

役 

員 

等 

の 

紹 

介

　

潮来市

相談役

稲　葉　冨士夫
下妻市

会　長

髙　木　　　昇
常陸太田市

副会長

立　村　　　忠
小美玉市

副会長

岸　　　三　男
東海村

副会長

松　﨑　昌　樹
潮来市

副会長

髙　野　重　彦
龍ケ崎市

副会長

尾　上　孝　俊
常総市

理　事

荻　津　和　良
茨城町

理　事

小松崎　　　進
笠間市

理　事

藤　田　賢　司
大子町

理　事

米　川　正　典
鉾田市

理　事

齊　藤　茂　雄
取手市

理　事

服　部　佳　子
下妻市

理　事

今　井　輝　勝
古河市

理　事

村　上　克　行
青年部会（龍ケ崎市）

監　事

原　田　保　男
行方市

監　事

大　野　幸　一本協議会旗
美浦村

ん
、
特
別
出
演
の
モ
ミ
ジ
会
（
下
妻
市
）

の
歌
唱
、
常
陸
乃
国
ふ
る
さ
と
太
鼓

会
の
演
技
、
ゲ
ス
ト
歌
手
こ
み
ね
春

さ
ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
大
会
が
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

寺久八木節保存会(坂東市)による演奏 車いすダンス研究会クアルトによる演技 鹿島灘太鼓による太鼓演奏

1

1

3

3

3

3

7

7

7

7

7

河内おとこ節

女の港

祭

いい日旅立ち

赤いグラス

夫婦一生

人生いろいろ

天城超え

津軽慕情

夢追い酒

糸

中村美津子

大月みやこ

北島三郎

山口百恵

アイ・ジョージ

北島三郎

島倉千代子

石川さゆり

山本謙司

渥美二郎

中島みゆき

7

7

5

5

5

5

4

4

4

4

4

順位 曲　　名 歌　手　名 回数

年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

５ ４

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
青
年
部
会
）

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 

曜 

交 

流 

会

ボッチャ（2017）カーリングボッチャ（2018） 発表「花を通じ得た心」（2015)

　
最
近
は
、
県
央
地
区
で
会
場
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
南

地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
６
月
24
日
波
崎
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
規
事

業
と
し
て
青
年
部
会
主
催
に
よ
り
「
第

１
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
場
者
56
名
の
ほ
か
卓
球

指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

77
名
の
参
加
で
し
た
。

　
青
年
部
会
今
泉
部
会
長
の
開
会
挨

拶
、
同
協
議
会
中
山
会
長
の
挨
拶
に

続
き
卓
球
指
導
員
よ
り
競
技
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
試
合
を
開
始
し
た
。

　
初
心
者
（
一
年
未
満
）・
未
経
験
者

の
方
は
、
上
級
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
指
導
に
よ
り
競
技
を
進
め

た
。
出
場
者
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
ま
た
、

楽
し
み
な
が
ら
競
技
し
て
体
力
の
増

進
に
努
め
た
。

　
昼
食
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、

　
第
19
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
に

つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
開
催
状
況
を
当
時
の

「
会
報
」
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　

 

（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　
６
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
、
身

体
障
害
者
地
区
就
労
支
援
相
談
員
を

対
象
と
し
て
「
相
談
員
研
修
会
」
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
相
談
員
に
は
研
修
に
替
る

も
の
と
し
て
、
別
途
、「
障
害
者
雇

用
を
応
援
し
ま
す
！
」「
障
害
者
福

祉
の
し
お
り
」（
い
ず
れ
も
県
障
害

福
祉
課
作
成
）
及
び
令
和
元
年
度
障

害
者
の
職
業
紹
介
状
況
（
茨
城
労
働

局
発
表
）
等
を
送
付
し
、
障
害
者
雇

用
に
係
る
主
な
支
援
窓
口
、
助
成
制

度
や
令
和
元
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
し
た
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
に

つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
茨
城
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及

び
県
内
８
つ
の
労
働
基
準
監
督
署
内

に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

労
働
関
係
に
つ
い
て
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
を
円
滑
に

解
決
す
る
た
め
「
個
別
労
働
紛
争
解
決

制
度
」
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
同
労
働
局
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
同
施
行
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

　
相
談
内
容
は
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

が
８
年
連
続
で
ト
ッ
プ
（
過
去
最
高
）

・ 

総
合
労
働
相
談
件
数
は
、
依
然
と
し

て
２
万
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
個
別
労
働
紛
争
に
係
る

相
談
件
数
は
、
平
成
22
年
度
以
降
連

続
し
て
５
千
件
を
超
え
る
推
移
と
な

り
ま
し
た
。

・ 「
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
含
む
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
２,
３
５
９

件
（
前
年
度
２
，
８
０
１
件
、
前
年
度

比
13.

4
％
増
）
と
な
り
、
個
別
労
働
紛

争
に
係
る
相
談
内
容
の
う
ち
44.

5
％

個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る
相
談
内
容
は
８
年
連
続
で

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
ト
ッ
プ

〜
令
和
元
年
度
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
施
行
状
況
〜

　
６
月
上
旬
に
行
っ
て
い
た
日
曜
交
流

会
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
参
加
者
全
員
が
簡
単
に
自
己

紹
介
を
し
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
会
話
を
盛
り
上
げ
、
ゲ
ー
ム
や
特

技
を
披
露
し
、
参
加
者
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
の
交
流
会
を
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
交
流
会
の

ゲ
ー
ム
の
様
子
や
参
加
者
の
演
奏
、
趣

味
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

第74号 第74号

競技の様子

ウクレレの演奏（2016）

身体障害者

知的障害者

精神障害者

その他の障害者

合　計

1,206 件

   721 件

2,047 件

   249 件

4,233 件

534 件

449 件

1,109 件

71 件

2,163 件

6.4% 増

2.7％増

11.0％増

6.6% 減

7.4％増

新規求職
申込件数

就職件数 対前年度比

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

地
域
の
車
椅
子
卓
球
大
会
で
優
勝
さ

れ
て
い
る
中
村
徹
選
手
と
久
我
昇
選

手
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行

い
、
す
ば
ら
し
い
競
技
に
会
場
か
ら

拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
方
々
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。（
敬
称
略
）

○
上
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
高
橋
　
　
等
（
波
崎
町
）

　
準
優
勝
　
岩
田
　
耕
一
（
波
崎
町
）

○
中
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
石
津
　
　
盛
（
神
栖
町
）

　
準
優
勝
　
田
口
　
昇
市
（
鹿
嶋
市
）

○
初
心
者
の
部

　
優
　
勝
　
斉
藤
　
祐
三
（
水
戸
市
）

　
準
優
勝
　
丹
下
　
元
孝
（
水
戸
市
）

○
未
経
験
者
の
部

　
優
　
勝
　
奥
山
　
健
一
（
美
野
里
町
）

　
準
優
勝
　
田
村
　
尚
志
（
潮
来
市
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者

の
就
職
件
数
が
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
　
〜
令
和
元
年
度 

障
害
者
の

職
業
紹
介
状
況
な
ど
の
と
り
ま
と
め

を
公
表
〜
（
令
和
２
年
６
月
22
日
）

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
１
４
９
件
増

加
し
て
、
２，
１
６
３
件
（
対
前
年
度

比
7.4
％
増
）
と
な
り
、
４
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。（
茨
城
労

働
局
発
表
を
引
用
）

を
占
め
、
８
年
連
続
で
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年

度
以
降
増
加
し
、
令
和
元
年
度
は
、

過
去
最
高
の
相
談
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
茨
城
労
働
局
発
表
を
引
用
）

県
内
の
雇
用
情
勢
の
概
況

（
令
和
２
年
８
月
分
）
基
調
判
断
）

「
県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
求
人
が
求
職

を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

求
人
が
減
少
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
雇
用
に
与
え

る
影
響
を
よ
り
一
層
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。」

○ 

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、

1.

19 

倍
と
な
り
（
全
国
10
位
）、
前
月

と
比
べ
0.

08 

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
。
10
か
月
連
続
で
低
下
。（
茨
城
労

働
局
発
表
）

※

「
季
節
調
整
値
」
と
は
、
季
節
に
左

右
さ
れ
る
影
響
を
除
い
た
数
値
で
あ

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。



年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

５ ４

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
青
年
部
会
）

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 

曜 

交 

流 

会

ボッチャ（2017）カーリングボッチャ（2018） 発表「花を通じ得た心」（2015)

　
最
近
は
、
県
央
地
区
で
会
場
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
南

地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
６
月
24
日
波
崎
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
規
事

業
と
し
て
青
年
部
会
主
催
に
よ
り
「
第

１
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
場
者
56
名
の
ほ
か
卓
球

指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

77
名
の
参
加
で
し
た
。

　
青
年
部
会
今
泉
部
会
長
の
開
会
挨

拶
、
同
協
議
会
中
山
会
長
の
挨
拶
に

続
き
卓
球
指
導
員
よ
り
競
技
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
試
合
を
開
始
し
た
。

　
初
心
者
（
一
年
未
満
）・
未
経
験
者

の
方
は
、
上
級
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
指
導
に
よ
り
競
技
を
進
め

た
。
出
場
者
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
ま
た
、

楽
し
み
な
が
ら
競
技
し
て
体
力
の
増

進
に
努
め
た
。

　
昼
食
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、

　
第
19
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
に

つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
開
催
状
況
を
当
時
の

「
会
報
」
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　

 
（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　
６
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
、
身

体
障
害
者
地
区
就
労
支
援
相
談
員
を

対
象
と
し
て
「
相
談
員
研
修
会
」
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
相
談
員
に
は
研
修
に
替
る

も
の
と
し
て
、
別
途
、「
障
害
者
雇

用
を
応
援
し
ま
す
！
」「
障
害
者
福

祉
の
し
お
り
」（
い
ず
れ
も
県
障
害

福
祉
課
作
成
）
及
び
令
和
元
年
度
障

害
者
の
職
業
紹
介
状
況
（
茨
城
労
働

局
発
表
）
等
を
送
付
し
、
障
害
者
雇

用
に
係
る
主
な
支
援
窓
口
、
助
成
制

度
や
令
和
元
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
し
た
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
に

つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
茨
城
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及

び
県
内
８
つ
の
労
働
基
準
監
督
署
内

に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

労
働
関
係
に
つ
い
て
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
を
円
滑
に

解
決
す
る
た
め
「
個
別
労
働
紛
争
解
決

制
度
」
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
同
労
働
局
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
同
施
行
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

　
相
談
内
容
は
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

が
８
年
連
続
で
ト
ッ
プ
（
過
去
最
高
）

・ 

総
合
労
働
相
談
件
数
は
、
依
然
と
し

て
２
万
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
個
別
労
働
紛
争
に
係
る

相
談
件
数
は
、
平
成
22
年
度
以
降
連

続
し
て
５
千
件
を
超
え
る
推
移
と
な

り
ま
し
た
。

・ 「
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
含
む
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
２,
３
５
９

件
（
前
年
度
２
，
８
０
１
件
、
前
年
度

比
13.

4
％
増
）
と
な
り
、
個
別
労
働
紛

争
に
係
る
相
談
内
容
の
う
ち
44.

5
％

個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る
相
談
内
容
は
８
年
連
続
で

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
ト
ッ
プ

〜
令
和
元
年
度
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
施
行
状
況
〜

　
６
月
上
旬
に
行
っ
て
い
た
日
曜
交
流

会
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
参
加
者
全
員
が
簡
単
に
自
己

紹
介
を
し
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
会
話
を
盛
り
上
げ
、
ゲ
ー
ム
や
特

技
を
披
露
し
、
参
加
者
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
の
交
流
会
を
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
交
流
会
の

ゲ
ー
ム
の
様
子
や
参
加
者
の
演
奏
、
趣

味
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

第74号 第74号

競技の様子

ウクレレの演奏（2016）

身体障害者

知的障害者

精神障害者

その他の障害者

合　計

1,206 件

   721 件

2,047 件

   249 件

4,233 件

534 件

449 件

1,109 件

71 件

2,163 件

6.4% 増

2.7％増

11.0％増

6.6% 減

7.4％増

新規求職
申込件数

就職件数 対前年度比

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

地
域
の
車
椅
子
卓
球
大
会
で
優
勝
さ

れ
て
い
る
中
村
徹
選
手
と
久
我
昇
選

手
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行

い
、
す
ば
ら
し
い
競
技
に
会
場
か
ら

拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
方
々
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。（
敬
称
略
）

○
上
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
高
橋
　
　
等
（
波
崎
町
）

　
準
優
勝
　
岩
田
　
耕
一
（
波
崎
町
）

○
中
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
石
津
　
　
盛
（
神
栖
町
）

　
準
優
勝
　
田
口
　
昇
市
（
鹿
嶋
市
）

○
初
心
者
の
部

　
優
　
勝
　
斉
藤
　
祐
三
（
水
戸
市
）

　
準
優
勝
　
丹
下
　
元
孝
（
水
戸
市
）

○
未
経
験
者
の
部

　
優
　
勝
　
奥
山
　
健
一
（
美
野
里
町
）

　
準
優
勝
　
田
村
　
尚
志
（
潮
来
市
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者

の
就
職
件
数
が
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
　
〜
令
和
元
年
度 

障
害
者
の

職
業
紹
介
状
況
な
ど
の
と
り
ま
と
め

を
公
表
〜
（
令
和
２
年
６
月
22
日
）

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
１
４
９
件
増

加
し
て
、
２，
１
６
３
件
（
対
前
年
度

比
7.4
％
増
）
と
な
り
、
４
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。（
茨
城
労

働
局
発
表
を
引
用
）

を
占
め
、
８
年
連
続
で
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年

度
以
降
増
加
し
、
令
和
元
年
度
は
、

過
去
最
高
の
相
談
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
茨
城
労
働
局
発
表
を
引
用
）

県
内
の
雇
用
情
勢
の
概
況

（
令
和
２
年
８
月
分
）
基
調
判
断
）

「
県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
求
人
が
求
職

を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

求
人
が
減
少
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
雇
用
に
与
え

る
影
響
を
よ
り
一
層
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。」

○ 

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、

1.

19 

倍
と
な
り
（
全
国
10
位
）、
前
月

と
比
べ
0.

08 

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
。
10
か
月
連
続
で
低
下
。（
茨
城
労

働
局
発
表
）

※

「
季
節
調
整
値
」
と
は
、
季
節
に
左

右
さ
れ
る
影
響
を
除
い
た
数
値
で
あ

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

　
当
協
議
会
で
は
会
員
1
3
6
名

が
、
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
触
れ

合
い
の
場
を
通
し
て
、
日
々
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
内
に
は
卓
球
や
輪
投
げ
等

の
ク
ラ
ブ
が
年
間
を
通
し
て
活
動
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
ボ
ッ

チ
ャ
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
、
月
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は

当
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、
他
市
町

村
の
方
を
招
い
て
「
第
１
回
稲
敷
市

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
様
々
な
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
当
協
議
会
に
お
い
て

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
健

康
を
第
一
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

７ ６

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

　
新
年
会
を
行
方
市
「
湖
月
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
の
思
い
で

会
員
だ
け
で
開
催
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
湖
面
を

泳
ぐ
水
鳥
に
目
を
や
り
、
こ
ん
な
近
く
で
湖
を
眺

め
る
こ
と
も
な
か
な
か
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
の
話
も
弾
み
、
い
つ
の
間
に
か
会
食
の
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。

第74号 第74号

笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　小
松
崎

　進

市

　町

　村

　だ

　よ

　り

・
応 

募 

先
　
〒
３
１
０-

０
８
５
１

　
　
　
　    

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８  

当
協
議
会

・
抽
選
で
５
名
様
に
す
て
き
な
景
品
（
食
事
券
千
円

分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
抽
選
結
果
は
次
号
回
会
報

に
掲
載
し
ま
す
。

・
締
め
切
り
　
令
和
３
年
１
月
12
日

　
こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村
か
ら
い

た
だ
い
た
活
動
状
況
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

地 

域 

リ 

ポ 

ー 

ト

各
団
体
会
報
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

新年会にて（令和2年1月23日）2年6月18日発行号

昨年度総会にて（4月21日）2年6月発行号

問題１問題２

笠間市ふれあいスポーツの集いにて生花教室の様子

県南地区スポーツ大会にて第１回稲敷市ボッチャ大会の様子

稲
敷
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　佐
藤

　
　実

　
笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主

な
活
動
は
、
月
１
回
の
月
例
交
流
会
、

研
修
旅
行
、
写
真
教
室
、
生
花
教
室
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会
、
そ
の
他
、

笠
間
市
や
茨
城
県
、
茨
身
協
等
が
主
催

す
る
各
種
の
事
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
の
研
修
旅
行
で
は
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
て
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
空
飛
ぶ
ペ
ン

ギ
ン
や
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
な
ど
人
気
コ
ー

ナ
ー
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
美
し
い

熱
帯
魚
に
う
っ
と
り
見
と
れ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
生
け
花
教
室
で
は
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
個
性
溢
れ
た
作
品
は
な

か
な
か
の
力
作
で
講
師
の
方
に
も
絶
賛

を
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を

企
画
し
て
い
た
の
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
集
ま
り
を

自
粛
す
る
こ
と
に
な
り
、
未
だ
実
施
で

き
ず
に
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
後
も
会
員
相
互
の
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（例）

お

ち

き せ き

ほ

る

ぼ 　 ん

ご

う

に 　 し

問題３問題４

う

こ

い 　 り

こ

し

と 　 い

そ
れ
ぞ
れ
の
□
に
入
る
ひ
ら
が
な
は
何
で
し
ょ
う
？

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
で

　
　素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

小
美
玉
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　

 

広
報
誌
「
こ
こ
ろ
」
第
29
号

阿
見
町
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

　広
報
誌
「
に
じ
」
第
35
号



年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

５ ４

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
青
年
部
会
）

結
婚
相
談
事
業

　
　
　
　

 

（
茨
城
県
委
託
事
業
）

日 

曜 

交 

流 

会

ボッチャ（2017）カーリングボッチャ（2018） 発表「花を通じ得た心」（2015)

　
最
近
は
、
県
央
地
区
で
会
場
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
南

地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
６
月
24
日
波
崎
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
規
事

業
と
し
て
青
年
部
会
主
催
に
よ
り
「
第

１
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
場
者
56
名
の
ほ
か
卓
球

指
導
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢

77
名
の
参
加
で
し
た
。

　
青
年
部
会
今
泉
部
会
長
の
開
会
挨

拶
、
同
協
議
会
中
山
会
長
の
挨
拶
に

続
き
卓
球
指
導
員
よ
り
競
技
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
試
合
を
開
始
し
た
。

　
初
心
者
（
一
年
未
満
）・
未
経
験
者

の
方
は
、
上
級
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
指
導
に
よ
り
競
技
を
進
め

た
。
出
場
者
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
ま
た
、

楽
し
み
な
が
ら
競
技
し
て
体
力
の
増

進
に
努
め
た
。

　
昼
食
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、

　
第
19
回
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会
に

つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
開
催
状
況
を
当
時
の

「
会
報
」
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

総
合
相
談
・

自
立
支
援
推
進
事
業

　
　
　

 

（
茨
城
県
補
助
事
業
）

　
６
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
、
身

体
障
害
者
地
区
就
労
支
援
相
談
員
を

対
象
と
し
て
「
相
談
員
研
修
会
」
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
相
談
員
に
は
研
修
に
替
る

も
の
と
し
て
、
別
途
、「
障
害
者
雇

用
を
応
援
し
ま
す
！
」「
障
害
者
福

祉
の
し
お
り
」（
い
ず
れ
も
県
障
害

福
祉
課
作
成
）
及
び
令
和
元
年
度
障

害
者
の
職
業
紹
介
状
況
（
茨
城
労
働

局
発
表
）
等
を
送
付
し
、
障
害
者
雇

用
に
係
る
主
な
支
援
窓
口
、
助
成
制

度
や
令
和
元
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
し
た
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
に

つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
茨
城
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及

び
県
内
８
つ
の
労
働
基
準
監
督
署
内

に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

労
働
関
係
に
つ
い
て
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
を
円
滑
に

解
決
す
る
た
め
「
個
別
労
働
紛
争
解
決

制
度
」
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
、
同
労
働
局
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
同
施
行
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

　
相
談
内
容
は
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

が
８
年
連
続
で
ト
ッ
プ
（
過
去
最
高
）

・ 

総
合
労
働
相
談
件
数
は
、
依
然
と
し

て
２
万
件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
個
別
労
働
紛
争
に
係
る

相
談
件
数
は
、
平
成
22
年
度
以
降
連

続
し
て
５
千
件
を
超
え
る
推
移
と
な

り
ま
し
た
。

・ 「
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
含
む
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
２,
３
５
９

件
（
前
年
度
２
，
８
０
１
件
、
前
年
度

比
13.

4
％
増
）
と
な
り
、
個
別
労
働
紛

争
に
係
る
相
談
内
容
の
う
ち
44.

5
％

個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る
相
談
内
容
は
８
年
連
続
で

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
ト
ッ
プ

〜
令
和
元
年
度
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
施
行
状
況
〜

　
６
月
上
旬
に
行
っ
て
い
た
日
曜
交
流

会
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
参
加
者
全
員
が
簡
単
に
自
己

紹
介
を
し
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
会
話
を
盛
り
上
げ
、
ゲ
ー
ム
や
特

技
を
披
露
し
、
参
加
者
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
の
交
流
会
を
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
近
年
の
交
流
会
の

ゲ
ー
ム
の
様
子
や
参
加
者
の
演
奏
、
趣

味
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

第74号 第74号

競技の様子

ウクレレの演奏（2016）

身体障害者

知的障害者

精神障害者

その他の障害者

合　計

1,206 件

   721 件

2,047 件

   249 件

4,233 件

534 件

449 件

1,109 件

71 件

2,163 件

6.4% 増

2.7％増

11.0％増

6.6% 減

7.4％増

新規求職
申込件数

就職件数 対前年度比

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

地
域
の
車
椅
子
卓
球
大
会
で
優
勝
さ

れ
て
い
る
中
村
徹
選
手
と
久
我
昇
選

手
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行

い
、
す
ば
ら
し
い
競
技
に
会
場
か
ら

拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
方
々
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。（
敬
称
略
）

○
上
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
高
橋
　
　
等
（
波
崎
町
）

　
準
優
勝
　
岩
田
　
耕
一
（
波
崎
町
）

○
中
級
者
の
部

　
優
　
勝
　
石
津
　
　
盛
（
神
栖
町
）

　
準
優
勝
　
田
口
　
昇
市
（
鹿
嶋
市
）

○
初
心
者
の
部

　
優
　
勝
　
斉
藤
　
祐
三
（
水
戸
市
）

　
準
優
勝
　
丹
下
　
元
孝
（
水
戸
市
）

○
未
経
験
者
の
部

　
優
　
勝
　
奥
山
　
健
一
（
美
野
里
町
）

　
準
優
勝
　
田
村
　
尚
志
（
潮
来
市
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者

の
就
職
件
数
が
４
年
連
続
過
去
最
高

を
更
新
　
〜
令
和
元
年
度 

障
害
者
の

職
業
紹
介
状
況
な
ど
の
と
り
ま
と
め

を
公
表
〜
（
令
和
２
年
６
月
22
日
）

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
１
４
９
件
増

加
し
て
、
２，
１
６
３
件
（
対
前
年
度

比
7.4
％
増
）
と
な
り
、
４
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。（
茨
城
労

働
局
発
表
を
引
用
）

を
占
め
、
８
年
連
続
で
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年

度
以
降
増
加
し
、
令
和
元
年
度
は
、

過
去
最
高
の
相
談
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
茨
城
労
働
局
発
表
を
引
用
）

県
内
の
雇
用
情
勢
の
概
況

（
令
和
２
年
８
月
分
）
基
調
判
断
）

「
県
内
の
雇
用
情
勢
は
、
求
人
が
求
職

を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

求
人
が
減
少
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
雇
用
に
与
え

る
影
響
を
よ
り
一
層
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。」

○ 

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
、

1.

19 

倍
と
な
り
（
全
国
10
位
）、
前
月

と
比
べ
0.

08 

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
。
10
か
月
連
続
で
低
下
。（
茨
城
労

働
局
発
表
）

※

「
季
節
調
整
値
」
と
は
、
季
節
に
左

右
さ
れ
る
影
響
を
除
い
た
数
値
で
あ

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

　
当
協
議
会
で
は
会
員
1
3
6
名

が
、
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
触
れ

合
い
の
場
を
通
し
て
、
日
々
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
内
に
は
卓
球
や
輪
投
げ
等

の
ク
ラ
ブ
が
年
間
を
通
し
て
活
動
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
ボ
ッ

チ
ャ
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
、
月
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は

当
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、
他
市
町

村
の
方
を
招
い
て
「
第
１
回
稲
敷
市

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
様
々
な
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
当
協
議
会
に
お
い
て

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
健

康
を
第
一
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

７ ６

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

　
新
年
会
を
行
方
市
「
湖
月
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
の
思
い
で

会
員
だ
け
で
開
催
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
湖
面
を

泳
ぐ
水
鳥
に
目
を
や
り
、
こ
ん
な
近
く
で
湖
を
眺

め
る
こ
と
も
な
か
な
か
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
の
話
も
弾
み
、
い
つ
の
間
に
か
会
食
の
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。

第74号 第74号

笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　小
松
崎

　進

市

　町

　村

　だ

　よ

　り

・
応 

募 

先
　
〒
３
１
０-

０
８
５
１

　
　
　
　    

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８  

当
協
議
会

・
抽
選
で
５
名
様
に
す
て
き
な
景
品
（
食
事
券
千
円

分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
抽
選
結
果
は
次
号
回
会
報

に
掲
載
し
ま
す
。

・
締
め
切
り
　
令
和
３
年
１
月
12
日

　
こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村
か
ら
い

た
だ
い
た
活
動
状
況
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

地 

域 

リ 

ポ 

ー 

ト

各
団
体
会
報
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

新年会にて（令和2年1月23日）2年6月18日発行号

昨年度総会にて（4月21日）2年6月発行号

問題１問題２

笠間市ふれあいスポーツの集いにて生花教室の様子

県南地区スポーツ大会にて第１回稲敷市ボッチャ大会の様子

稲
敷
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　佐
藤

　
　実

　
笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主

な
活
動
は
、
月
１
回
の
月
例
交
流
会
、

研
修
旅
行
、
写
真
教
室
、
生
花
教
室
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会
、
そ
の
他
、

笠
間
市
や
茨
城
県
、
茨
身
協
等
が
主
催

す
る
各
種
の
事
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
の
研
修
旅
行
で
は
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
て
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
空
飛
ぶ
ペ
ン

ギ
ン
や
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
な
ど
人
気
コ
ー

ナ
ー
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
美
し
い

熱
帯
魚
に
う
っ
と
り
見
と
れ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
生
け
花
教
室
で
は
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
個
性
溢
れ
た
作
品
は
な

か
な
か
の
力
作
で
講
師
の
方
に
も
絶
賛

を
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を

企
画
し
て
い
た
の
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
集
ま
り
を

自
粛
す
る
こ
と
に
な
り
、
未
だ
実
施
で

き
ず
に
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
後
も
会
員
相
互
の
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（例）

お

ち

き せ き

ほ

る

ぼ 　 ん

ご

う

に 　 し

問題３問題４

う

こ

い 　 り

こ

し

と 　 い

そ
れ
ぞ
れ
の
□
に
入
る
ひ
ら
が
な
は
何
で
し
ょ
う
？

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
で

　
　素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

小
美
玉
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　

 

広
報
誌
「
こ
こ
ろ
」
第
29
号

阿
見
町
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

　広
報
誌
「
に
じ
」
第
35
号



年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年）

　
当
協
議
会
で
は
会
員
1
3
6
名

が
、
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
触
れ

合
い
の
場
を
通
し
て
、
日
々
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
内
に
は
卓
球
や
輪
投
げ
等

の
ク
ラ
ブ
が
年
間
を
通
し
て
活
動
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
ボ
ッ

チ
ャ
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
、
月
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は

当
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、
他
市
町

村
の
方
を
招
い
て
「
第
１
回
稲
敷
市

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
様
々
な
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
当
協
議
会
に
お
い
て

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
健

康
を
第
一
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

７ ６

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

　
新
年
会
を
行
方
市
「
湖
月
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
の
思
い
で

会
員
だ
け
で
開
催
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
湖
面
を

泳
ぐ
水
鳥
に
目
を
や
り
、
こ
ん
な
近
く
で
湖
を
眺

め
る
こ
と
も
な
か
な
か
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
の
話
も
弾
み
、
い
つ
の
間
に
か
会
食
の
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。

第74号 第74号

笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　小
松
崎

　進

市

　町

　村

　だ

　よ

　り

・
応 

募 

先
　
〒
３
１
０-

０
８
５
１

　
　
　
　    

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８  

当
協
議
会

・
抽
選
で
５
名
様
に
す
て
き
な
景
品
（
食
事
券
千
円

分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
抽
選
結
果
は
次
号
回
会
報

に
掲
載
し
ま
す
。

・
締
め
切
り
　
令
和
３
年
１
月
12
日

　
こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村
か
ら
い

た
だ
い
た
活
動
状
況
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

地 

域 

リ 

ポ 

ー 

ト

各
団
体
会
報
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

新年会にて（令和2年1月23日）2年6月18日発行号

昨年度総会にて（4月21日）2年6月発行号

問題１問題２

笠間市ふれあいスポーツの集いにて生花教室の様子

県南地区スポーツ大会にて第１回稲敷市ボッチャ大会の様子

稲
敷
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　佐
藤

　
　実

　
笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主

な
活
動
は
、
月
１
回
の
月
例
交
流
会
、

研
修
旅
行
、
写
真
教
室
、
生
花
教
室
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会
、
そ
の
他
、

笠
間
市
や
茨
城
県
、
茨
身
協
等
が
主
催

す
る
各
種
の
事
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
の
研
修
旅
行
で
は
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
て
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
空
飛
ぶ
ペ
ン

ギ
ン
や
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
な
ど
人
気
コ
ー

ナ
ー
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
美
し
い

熱
帯
魚
に
う
っ
と
り
見
と
れ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
生
け
花
教
室
で
は
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
個
性
溢
れ
た
作
品
は
な

か
な
か
の
力
作
で
講
師
の
方
に
も
絶
賛

を
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を

企
画
し
て
い
た
の
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
集
ま
り
を

自
粛
す
る
こ
と
に
な
り
、
未
だ
実
施
で

き
ず
に
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
後
も
会
員
相
互
の
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（例）

お

ち

き せ き

ほ

る

ぼ 　 ん

ご

う

に 　 し

問題３問題４

う

こ

い 　 り

こ

し

と 　 い

そ
れ
ぞ
れ
の
□
に
入
る
ひ
ら
が
な
は
何
で
し
ょ
う
？

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
で

　
　素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

小
美
玉
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
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集

後

記

　年
度
後
半
に
入
り
、
今
年
も
残

り
２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
年
度

前
半
は
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
中
止

し
た
た
め
、
過
去
に
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
や
記
事
の
引
用
等

を
試
み
ま
し
た
。
（
ｋ
・
ｎ
）

第74号（法人化第25号） 各
種
相
談
の
ご
案
内

　今
日
は
超
簡
単
で
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
料
理
を
紹
介
し
ま
す

材
料
は
納
豆
１
パ
ッ
ク(

３
段
重
ね)

　油
揚
げ

　１
包
（
５
枚
入
り
）

　ネ
ギ
15
㎝
ぐ
ら
い

　好
み
で

料 

理 

教 

室

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　会

　長

　髙
木

　
　昇

新 

型 

コ 

ロ 

ナ 

ウ 

イ 

ル 

ス 

を 

越 

え 

て

・会長あいさつ ・総合相談・自立支援推進事業

・新役員等の紹介 ・市町村だより：笠間市、稲敷市

・はじめてのゆうあいカラオケ ・地域リポート

歌謡発表会 ・脳トレクイズ

・ゆうあい卓球大会 ・各種相談及びジパング倶楽部の案内

・結婚相談事業日曜交流会 ・料理教室
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次

　こ
の
度
、
本
協
議
会
の
会
長
に
四
度

選
ば
れ
ま
し
た
、
髙
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
前
に
も
増
し
て
会
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
１
月
に
国
内
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
国
内
で
の
感
染
が
拡

大
し
、
今
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た 
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
大
小
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
延
期
ま
た
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
参
加

者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、
結
婚
相
談

日
曜
交
流
会
、
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌

謡
発
表
会
、
山
の
集
い
・
銀
輪
の
集
い

等
を
止
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　マ
ス
ク
の
着
用
、
他
人
と
の
社
会
的

距
離
の
確
保
、
人
混
み
を
避
け
る
等
、

他
人
と
の
関
係
・
繋
が
り
が
疎
遠
に
な

り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
い
ず
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
が
収
束
し
、
人
と
人
と
の
関

係
・
繋
が
り
が
再
構
築
さ
れ
る
時
が
来

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員

が
高
齢
化
等
に
よ
り
や
む
な
く
退
会
を

さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
が
、
共
に
「
歌

い
」
、
「
歩
き
」
、
「
学
べ
る
」
等
、
参
加

者
に
喜
び
と
生
き
が
い
を
与
え
る
行
事
・

事
業
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、
新
規
会

員
の
加
入
を
図
る
等
、
本
会
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
の
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
一
般
会
員
よ
り
有
利
な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
で
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て

購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・
往
復
・

連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で
２
０
１

㌔
以
上
で
あ
る
と
き
、
２
〜
３
割
引

で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入

で
き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
会
金
は
無
料
）

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９―

２
４
３―

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

免
疫
ア
ッ
プ
！

楽
し
く
C
O
O
K
I
N
N
G
！

☆
お
揚
げ
の
納
豆
包
み
焼
き

☆
早
速
作
り
ま
す
。

①
ボ
ー
ル
に
納
豆
と
タ
レ
を
全
部
入
れ

ま
す
。※

か
ら
し
は
お
好
み
で
。

②
ネ
ギ
を
細
か
く
切
り
ま
す
。

③
油
揚
げ
を
半
分
に
切
り
ま
す
。
10
枚

出
来
ま
す
。

④

　③
に
①
②
を
混
ぜ
て
平
ら
に
入
れ

ま
す
。（
大
体
大
さ
じ
１
杯
を
入
れ
る

と
丁
度
平
ら
に
な
り
納
豆
が
油
揚
げ
か

ら
出
ま
せ
ん
）

早
速
焼
き
ま
す
。
油
は
使
い
ま
せ
ん
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
④
を
並
べ
て
中
火
で
焼

き
ま
す
。焦
げ
目
が
つ
い
た
ら
、で
・
き
・

あ
・
が
・
り
♪
ぱ
り
ん
ぱ
り
ん
に
仕
上

が
り
ま
す
。

　お
好
み
で
、
ポ
ン
酢
や
か
つ
お
節
、

海
苔
を
か
け
て
召
し
上
が
れ
。
蕎
麦
や

う
ど
ん
に
の
せ
て
大
根
お
ろ
し
で
も
い

い
で
す
ね
。

　お
揚
げ
に
は
、
キ
ム
チ
や
ツ
ナ
な
ど

お
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
♡

☆
納
豆
で
た
ん
ぱ
く
質
！
油
揚
げ
で
も

た
ん
ぱ
く
質
！
免
疫
を
つ
け
て
い
つ
ま

で
も
健
康
で
ね

《
結
婚
相
談
》

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　・
結
婚
登
録

　・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

　・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　心
身
と
も
に
結
婚
生
活
が
可
能
な

方
、
ま
た
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

■
相
談
日
・
時
間

　月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）。
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

《
総
合
相
談
》

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

　・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
、
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

　相
談
日
は
結
婚
相
談
と
同
じ
で
す
。

　・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。
来
所
相
談
は
、
結
婚

相
談
時
間
に
同
じ
。
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当
協
議
会
で
は
会
員
1
3
6
名

が
、
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
触
れ

合
い
の
場
を
通
し
て
、
日
々
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
内
に
は
卓
球
や
輪
投
げ
等

の
ク
ラ
ブ
が
年
間
を
通
し
て
活
動
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
ボ
ッ

チ
ャ
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
、
月
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は

当
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、
他
市
町

村
の
方
を
招
い
て
「
第
１
回
稲
敷
市

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
様
々
な
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
当
協
議
会
に
お
い
て

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
健

康
を
第
一
に
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

７ ６

身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き

　
新
年
会
を
行
方
市
「
湖
月
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
の
思
い
で

会
員
だ
け
で
開
催
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
湖
面
を

泳
ぐ
水
鳥
に
目
を
や
り
、
こ
ん
な
近
く
で
湖
を
眺

め
る
こ
と
も
な
か
な
か
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
の
話
も
弾
み
、
い
つ
の
間
に
か
会
食
の
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。

第74号 第74号

笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　小
松
崎

　進

市

　町

　村

　だ

　よ

　り

・
応 

募 

先
　
〒
３
１
０-

０
８
５
１

　
　
　
　    

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８  

当
協
議
会

・
抽
選
で
５
名
様
に
す
て
き
な
景
品
（
食
事
券
千
円

分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
抽
選
結
果
は
次
号
回
会
報

に
掲
載
し
ま
す
。

・
締
め
切
り
　
令
和
３
年
１
月
12
日

　
こ
の
欄
で
は
、
各
市
町
村
か
ら
い

た
だ
い
た
活
動
状
況
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

地 

域 

リ 

ポ 

ー 

ト

各
団
体
会
報
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

新年会にて（令和2年1月23日）2年6月18日発行号

昨年度総会にて（4月21日）2年6月発行号

問題１問題２

笠間市ふれあいスポーツの集いにて生花教室の様子

県南地区スポーツ大会にて第１回稲敷市ボッチャ大会の様子

稲
敷
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

  

会
長

　佐
藤

　
　実

　
笠
間
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主

な
活
動
は
、
月
１
回
の
月
例
交
流
会
、

研
修
旅
行
、
写
真
教
室
、
生
花
教
室
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会
、
そ
の
他
、

笠
間
市
や
茨
城
県
、
茨
身
協
等
が
主
催

す
る
各
種
の
事
業
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
の
研
修
旅
行
で
は
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
て
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
空
飛
ぶ
ペ
ン

ギ
ン
や
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
な
ど
人
気
コ
ー

ナ
ー
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
美
し
い

熱
帯
魚
に
う
っ
と
り
見
と
れ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
生
け
花
教
室
で
は
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
個
性
溢
れ
た
作
品
は
な

か
な
か
の
力
作
で
講
師
の
方
に
も
絶
賛

を
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を

企
画
し
て
い
た
の
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
集
ま
り
を

自
粛
す
る
こ
と
に
な
り
、
未
だ
実
施
で

き
ず
に
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
後
も
会
員
相
互
の
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（例）

お

ち

き せ き

ほ

る

ぼ 　 ん

ご

う

に 　 し

問題３問題４

う

こ

い 　 り

こ

し

と 　 い

そ
れ
ぞ
れ
の
□
に
入
る
ひ
ら
が
な
は
何
で
し
ょ
う
？

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
で

　
　素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

小
美
玉
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　

 

広
報
誌
「
こ
こ
ろ
」
第
29
号

阿
見
町
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

 

　広
報
誌
「
に
じ
」
第
35
号

8

第74号 身　障　い　ば　ら　き 身　障　い　ば　ら　き年2020 11月1日（令和2年） 年2020 11月1日（令和2年） 第74号

こ
の
会
報
は
共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
発
行
し
て
い
ま
す
。

発行者　会長　髙　木　 　昇

 T E L（ 0 2 9 ） 2 4 3－7 0 1 0

 F A X（ 0 2 9 ） 2 4 3－7 0 1 8

編　集
　一般社団法人 茨城県身体障害者福祉協議会

　    茨城県水戸市千波町１９１８番地

URL http ://www2.odn.ne.jp/iba_sinshoukyou/

編

集

後

記

　年
度
後
半
に
入
り
、
今
年
も
残

り
２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
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年
度

前
半
は
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と
ん
ど
の
事
業
を
中
止

し
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た
め
、
過
去
に
実
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の
写
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）

第74号（法人化第25号） 各
種
相
談
の
ご
案
内

　今
日
は
超
簡
単
で
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
料
理
を
紹
介
し
ま
す

材
料
は
納
豆
１
パ
ッ
ク(

３
段
重
ね)

　油
揚
げ

　１
包
（
５
枚
入
り
）

　ネ
ギ
15
㎝
ぐ
ら
い

　好
み
で

料 

理 

教 

室

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　会

　長

　髙
木

　
　昇

新 

型 

コ 

ロ 

ナ 

ウ 

イ 

ル 

ス 

を 

越 

え 

て

・会長あいさつ ・総合相談・自立支援推進事業

・新役員等の紹介 ・市町村だより：笠間市、稲敷市

・はじめてのゆうあいカラオケ ・地域リポート

歌謡発表会 ・脳トレクイズ

・ゆうあい卓球大会 ・各種相談及びジパング倶楽部の案内

・結婚相談事業日曜交流会 ・料理教室
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　こ
の
度
、
本
協
議
会
の
会
長
に
四
度

選
ば
れ
ま
し
た
、
髙
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
前
に
も
増
し
て
会
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
１
月
に
国
内
最
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
国
内
で
の
感
染
が
拡

大
し
、
今
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た 

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
大
小
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
延
期
ま
た
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
参
加

者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、
結
婚
相
談

日
曜
交
流
会
、
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌

謡
発
表
会
、
山
の
集
い
・
銀
輪
の
集
い

等
を
止
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　マ
ス
ク
の
着
用
、
他
人
と
の
社
会
的

距
離
の
確
保
、
人
混
み
を
避
け
る
等
、

他
人
と
の
関
係
・
繋
が
り
が
疎
遠
に
な

り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
い
ず
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
が
収
束
し
、
人
と
人
と
の
関

係
・
繋
が
り
が
再
構
築
さ
れ
る
時
が
来

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
員

が
高
齢
化
等
に
よ
り
や
む
な
く
退
会
を

さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
が
、
共
に
「
歌

い
」
、
「
歩
き
」
、
「
学
べ
る
」
等
、
参
加

者
に
喜
び
と
生
き
が
い
を
与
え
る
行
事
・

事
業
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、
新
規
会

員
の
加
入
を
図
る
等
、
本
会
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
の
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
一
般
会
員
よ
り
有
利
な
制
度
で
す
。

■
会
員
特
典

　Ｊ
Ｒ
で
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
て

購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・
往
復
・

連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か
で
２
０
１

㌔
以
上
で
あ
る
と
き
、
２
〜
３
割
引

で
特
急
券
、
グ
リ
ー
ン
券
等
を
購
入

で
き
ま
す
。

■
加
入
資
格

　身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
満

60
歳
以
上
の
男
性
及
び
55
歳
以
上
の

女
性

■
年
会
費

　１，   

４
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
会
金
は
無
料
）

■
加
入
申
し
込
み

　・
当
協
議
会
事
務
局

　・ 

☎
０
２
９―

２
４
３―

７
０
１
０

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
　特
別
会
員
制
度

免
疫
ア
ッ
プ
！

楽
し
く
C
O
O
K
I
N
N
G
！

☆
お
揚
げ
の
納
豆
包
み
焼
き

☆
早
速
作
り
ま
す
。

①
ボ
ー
ル
に
納
豆
と
タ
レ
を
全
部
入
れ

ま
す
。※

か
ら
し
は
お
好
み
で
。

②
ネ
ギ
を
細
か
く
切
り
ま
す
。

③
油
揚
げ
を
半
分
に
切
り
ま
す
。
10
枚

出
来
ま
す
。

④

　③
に
①
②
を
混
ぜ
て
平
ら
に
入
れ

ま
す
。（
大
体
大
さ
じ
１
杯
を
入
れ
る

と
丁
度
平
ら
に
な
り
納
豆
が
油
揚
げ
か

ら
出
ま
せ
ん
）

早
速
焼
き
ま
す
。
油
は
使
い
ま
せ
ん
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
④
を
並
べ
て
中
火
で
焼

き
ま
す
。焦
げ
目
が
つ
い
た
ら
、で
・
き
・

あ
・
が
・
り
♪
ぱ
り
ん
ぱ
り
ん
に
仕
上

が
り
ま
す
。

　お
好
み
で
、
ポ
ン
酢
や
か
つ
お
節
、

海
苔
を
か
け
て
召
し
上
が
れ
。
蕎
麦
や

う
ど
ん
に
の
せ
て
大
根
お
ろ
し
で
も
い

い
で
す
ね
。

　お
揚
げ
に
は
、
キ
ム
チ
や
ツ
ナ
な
ど

お
好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
♡

☆
納
豆
で
た
ん
ぱ
く
質
！
油
揚
げ
で
も

た
ん
ぱ
く
質
！
免
疫
を
つ
け
て
い
つ
ま

で
も
健
康
で
ね

《
結
婚
相
談
》

　登
録
制
に
よ
り
出
会
い
の
機
会
の

提
供
と
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　・
結
婚
登
録

　・
結
婚
や
日
常
生
活
に
関
す
る
各

種
相
談

　・
集
い
や
交
流
会
へ
の
ご
案
内
等

■
対
象
者

　心
身
と
も
に
結
婚
生
活
が
可
能
な

方
、
ま
た
は
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

■
相
談
日
・
時
間

　月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）。
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

《
総
合
相
談
》

　身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
を
受
け
る
内
容

　・
就
労
・
就
職
、
手
帳
関
係
、
年
金
、

住
居
、
介
護
、
そ
の
他
生
活
上
の

相
談
全
般
で
す
。

■
相
談
日
・
時
間

　相
談
日
は
結
婚
相
談
と
同
じ
で
す
。

　・
電
話
相
談

　午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
。
来
所
相
談
は
、
結
婚

相
談
時
間
に
同
じ
。


